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線路は直線とカーブを組み合わ 
せて敷設します。複合はポイント 
の設置や線路の位置調整に使し、 

ましよつ。 


曲線は8本つなぐと 
円になります。 




曲線の間に直線をはさめば 
大きな カーブを 作れます。 


線路の基本は直線とカーブです。 
複合は進路の微調整のために補助的 
に使います。複合を使って長い距離 
の線路を敷設しても、なかなか思い 
通りの線路になりません。カーブの 
大きさは1種類だけですが、直線は 
1マス単位で自由に長さを設定でき 
ます。カーブの大きさは直線で調整 
できます。線路の敷設を練習する際 
には、直線とカーブだけを使って、 
円を描くように敷設してみましよう。 




カーブ2本ぶんの長さで複線を敷 
設しようとしても、線路の一部が 
重なってしまうため、並べて敷設 
できません。 



外側に直線を1マスだけ挿入する 
と、線路の重なりが解消されます。 
これできれいな複線力ーブになり 
ます0 


直線を2本並べると複線になりま 
す。直線はどんなに延ばしても複線 
のまま敷設できますが、カーブを2本 
以上連続させても複線を敷設できま 
せん。なぜならば、本来の複線区間 
は、外側と内側のカーブの大きさが 
異なるのに、ゲ ー ムに登場する力 一 
ブの大きさは1種類だけだからです。 
この場合は外側のカーブをつなぐと 
きに短い直線を組み合わせます。こ 
れで複線カーブになります。 


S 字力 


ブを作15 


m 




複線の S 字カーブを敷設する場合 
は、直線をはさむ必要はありません。 



右力ーブと左力ーブをつなぐと s 
字カーブになります。そのまま並 
ベると複線の s 字カーブとして敷 
設できます。 



複線の s 字カーブに直線を挟む 
と、大きな s 字カーブになります。 
直線は必ず同じ長さにそろえてく 
ださい。 


なぜならば、並んだカーブの内側と 
外側が途中で逆転するためです。た 
だし、大きな s 字カーブを敷設する場 
合は途中に直線をはさみます。この 
際に、どちらの線路にも同じ長さの 
直線を使ってください。線路の長さ 
が違うと、カーブの終わりで複線の 
間隔が開いたり、カーブが重なった 


D して線路が敷設できなくなります。 
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接地線路は安価に敷設できるた 
め、ゲームの序盤に重宝します。し 



接地線路は高架線路よりも安価 
ですが、道路や接地線路を斜め 
に横切るような線路は敷設でき 
ません。 


高架線路は道路や接地線路と立 
体交差できます。直線とカーブの 
どちらも自由に高架線路を敷設で 
きます。 


かし、接地線路は道路やほかの線路 
と直角にしか交差できないため、街 
が発展して道路が延びると、後から 
接地線路を敷設できない場所ができ 
てしまいます。道路や線路を斜めの 
直線やカーブで交差させたい場合は 
高架線路を使いましょう。高架線路 
は高価ですが、発展した街に路線や 
駅を追加する場合に便利です。 



高架線路は接地線路の真上も敷設 
できます。しかし、高架線路の柱の 



高架線路は柱によって支えられて 
いるため、この柱を撤去して接地 
糸泉 S 各を敷言§することはできません。 



先に接地線路を敷設した場所に 
は、後から高架線路を敷設でき 
ます。立体交差や2階建て路線 
を敷設できます。 


部分に接地線路は敷設できません。 
これは実際の鉄道でも同じです。新 
しい線路ほど地平から遠い場所にで 
きます。接地線路と高架路線を立体 
交差させる場合は、接地線路を先に 
敷設するとうまくいきます。もし、 
高架線路がある部分にあとから接地 
線路を敷設する場合は、いったん高 
架線路を撤去してください。 



淡怒總縱總在游總•凝您欲^^毅斑縱欲在微ぷ總忽故您銳從娜織絞较微ム鱗總洛您纖膨邀綠總松 M 翁 


街が発展すると自動的に道路 
が建設されます。道路は街が大き 
くなるほど延びていきます。時折 
道路が邪魔に感じることもあるは 
ずですが、道路は撤去できません。 
不動産を購入した場合も道路は 
そのままです。ただし、唯一の例 
外として、駅を建設した場合のみ 
道路は撤去されます。駅を撤去す 
れば更地になります。 


貨物駅を撤去し、貨物駅を建 
設する際に敷設した線路も"線 
路撤去"で取り除きます。これ 
で更地になります。 


撤去したい道路を覆い隠すよ 
うに貨物駅を設置します。乗 
車駅は周辺道路も付属するた 
め、貨物駅(大)が最適です。 
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駅は大きく分けて"乗車駅"と"貨物駅"のふ 
たつの種別があります。乗車駅は旅客列車が 
停車できますが、貨物列車は停車できません。 
貨物駅は貨物列車が停車できますが旅客列車 


は停車できません。 

形式表示の"△面 □ 

線"は駅の規模を示 
します。面はホ ー ム 
の数、線は線路の数です。2面4線の駅にはホ 
ームがふたつ、線路が4本あります。 




乗車駅は1面1線の田舎タイプから、4面8 
線の複合型都市タイプまで、12種類あります。 
ホームや線路の数が多いほど駅の規模が大き 
くなります。駅を選ぶポイントは、線路の数 
と駅舎の姿です。線路数が多いと列車の発着 
回数が増やせるため、鉄道の利用客増加に繋 
がります。駅舎の外観は産業との相性を示す 
ので、産業誘致の参考にしてください。田舎 


駅は農業地域の風景に似合いますし、近郊駅 
や都市駅はマンションや商業ビル、工場が似 
合います。貨物駅は大中小の3タイプありま 
すが、違いは貨物を保管する場所の大きさで 
す。線路の数はどれも2本なので、貨物列車 
を同時により多く発着させたい場合は、貨物 
駅大の代わりに、貨 
物駅小をふたつ設置 
するなど工夫してみ 



賴 





_ 
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線路1本と対向式ホーム線路2本と対向式ホーム島式ホーム1面の高架駅急行の待ち合わせや複々小規模な工業都市から資 
1本の組み合わせです。2本の組み合わせです。です。駅舎が1階にある線の駅としての機能が期材を積み出すとき、発展 
地方のローカル線に似合単線のすれ違い駅に似合ため、狭い面積でも設置待できます。駅舎は1階にの遅い都市に資材を降ろ 
います。 う姿です。 できます。 あります。 すときに使います。 



ベッドタウンにある近代的島式ホームがふたつありま駅ビルの中に複線の高架駅ビルの中に複々線の高貨物駅小の約 1.5 倍の面 
な駅です。複線区間の途す。複々線区間や急行列駅があります。雑居ビルが架駅があります。大都市積です。急速に発展する 
中や単線のすれ違いに使車の待ち合わせ駅として立ち並ぶ商業都市に似合にふさわしい大ターミナル都市に設置して資材を受 
用します0 使います0 います0 です。 け入れます。 



駅ビルを併設した大きな駅ビル付きの複々線の駅地上と高架に複線のホー地上と高架に複々線の駅貨物駅小の約？仍 (/) i〖iitft 
駅です。複線区間の途中です。ふたつの複線の乗厶を持つ2階建ての駅でを備えた2階建て式の駅です。複数の都山し WU : 
や単線のすれ違いに使用り換えや急行待ち合わせす。ふたつの路線の乗りです。新幹線の接続駅にさせて資材を( II 給 •） ハ… 
します。 に便利です。 換えに便利です。 似合います。 合に便利です u 
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発展する地域が童複してしヽます。 
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互いの悪影響がなくなり、どちらも発展します。 


マップ全体にまんべんなく都市を 
発展させるポイントは、駅の間隔に 
あります。駅の間隔が狭すぎると、 
それぞれの駅で産業を誘致できる面 
積が小さくなります。駅の間隔が広 
すぎると、中間の地域は鉄道が利用 
できないため発展しません。駅の間 
隔は、右上に表示されたサテライト 
エリアの補助線が目安になります。 
また、列車の運行効率を高めるため、 
等間隔で駅を設置しましよう。 



都市の発展に必要な要素は、都市 
に住む人々と、建物の建設に必要な 



貨物駅には、都市 
建設の資材を供 
給する役割があり 
ます。 


生産都市 




貨物駅は工業都市のそばに設置 
します。工場で生産された資材は 
貨物駅に保管されます。貨物列 
車で運びましょう。 


資材です。従がって、都市には乗車 
駅のほかに貨物駅を設置する必要が 
あります。工場で生産された資材は 
貨物駅に保管され、貨物列車に積み 
込まれます。貨物列車が貨物駅で資 
材を降ろすと、都市は資材を消費し 
て発展します。貨物駅がなくても都 
市は発展しますが、大きく発展させ 
るなら貨物駅も設置しましよう。 






卿 f ■爆攀徵鋼 

鐵_■轂律 
%論議■鰌 



できる限り大きな貨物駅を使いましよ 
う。保管できる資材が多いため、都市 
が発展しやすくなります。 


貨物駅は大きさにより3タイプあ 
ります。3タイプの違いは保管する 
資材の量です。都市を発展させるた 
めには、基本的に大きな貨物駅を使 
います。貨物駅小と貨物駅中は、発 
展させる土地が狭いときに使いま 
す。貨物駅の線路の数はすべて2本 
です。これは、旅客路線に比べて列 
車の数が少なくて済むためです。資 
材を大量輸送する場合は貨物列車の 
編成や運行回数を増やしましょう。 
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車両データの読み方 
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U :車両の用途を示します。 

Q :車両の速度を示します。 

Q :1編成の車両数です。 

Q :編成全体の乗車定員です。 


B :運行コストです。 

E :営業利益の目安です。 
Q :黒字になる乗客率です 
□ :車両の価格です。 


列車の種別には特急型、近郊型、 
通勤型、貨物用があります。通勤型 
は短距離の大量輸送に適し、近郊型 
や特急型は長距離輸送に適していま 
す。都市を発展させるためには、乗 
車〇パーセント時の赤字が少なく、 
損益分岐乗車率の値が小さい車両を. 
選びます。長期間走らせる場合は、 
少しくらい高価な車両であっても、 
コストが少なく、利益が大きい車両 
を選んだほうがもうかります。 


k 


最初は短い編成で 


長い編成の列車を多く走らせて 
も、乗客が少なければ赤字になって 



乗客が少ない間は短い編成で運 
行します。沿線の人口が増えた 
場合は車両ではなぐ運行回数 
を増やしていきます。 



走行中の列車をダブルクリックし 
てチェックします。乗車率が100% 
を超えたら編成数を増やして対応 


しましよつ。 


しまいます。収入よりも運行コスト 
のほうが多くなるからです。初めは 
短い編成で走らせて、なるべく赤字 
にならないようにします。種別によ 
り定員より多い乗客を乗せられる車 
両もあります。乗車率が大きいほど 
利益が大きくなります。都市の発展 
に応じて、もっと人口が増えそうな 
ら、編成数を増やしましょう。 


■ 


速度をそろえよう 


_ 




j 




速度が異なる列車を同じ線路上 
で走らせると、前を走る遅い列車 
に後ろから来た速い列車が追い 
ついて渋滞します。 


8 時 9 時 1 〇時 




車両は大まかに3段階の速度に分 
類できます。同じ距離を往復運行す 
るなら、速い列車のほうが運行回数 
を増やせるため、収益を増やせます。 
ただし速い車両は価格も費用も高く 
なり、黒字にするまで時間がかかり 
ます。また、同じ路線に速い列小 C * 
遅い列車を混在させると、全休的/1 
列車の運行回数が減って しまい ,I 
す。同じ路線を走る車両は、 Ml じル 
度にそろえましよう。 
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都市を発展させるには、旅客列車 
の運行回数を増やす必要がありま 



貨物列車と旅客列車は役割が異 
なるため、運行形態が違います。 
別の路線を走らせた方が管理し 
やすくなります。 



乗車駅 


乗車駅 


圓 



X 旅客線上に貨物駅を設置する 
と、貨物列車が旅客列車の進 
路を妨害します。 



乗車駅 乗車駅 


〇 貨物専用線を設定すれば、旅 
客列車も貨物列車も スムーズ 
に運行できます。 


す。また、貨物列車は旅客駅では停 
車せず、逆に旅客列車は貨物駅に停 
車できないため、ダイヤの設定が面 
倒になります。旅客用路線に貨物列 
車を走らせる余裕はありません。マ 
ップが線路だらけになりますが、旅 
客列車が走る路線とは別に、貨物列 
車専用の路線を設定しましょう。衝 
突やダイヤの乱れを回避できます。 




貨物駅は近隣の複数の都市に 
資材を供給できます。大きな貨 
物駅ほど効率的に資材を供給で 


きます。 



貨物駅には都市建設の資材を供 
給する役割があります。 


貨物駅の影響範囲に複数の都市が 
あるなら、すべての建物に資材を供 
給できます。各乗車駅に貨物駅をひ 
とつずつ設置するよりも、複数の都 
市で貨物駅を共有するほうが効率的 
です。貨物駅大なら容量も十分です。 
他の都市から離れた都市に貨物駅を 
設置する場合は、貨物駅小を選択し 
ましょう。貨物駅小は設置に必要な 
面積が狭いので、少しでも多くの土 
地を産業誘致に活用できます。 


貨物の積みおろし 
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商業/住宅都市 
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貝物駅小 
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貨物列車は"積む’'と"おろす"を設 
定できます。"半分だけおろす"は設 
定できません。ひとつの工業都市か 
ら複数の都市へ資材を運びたい場合 
は、それぞれの都市向けに列車を運 
行します。もっと効率的に資材を運 
ぶなら、貨物路線の途中に"貨物を積 
みかえるための貨物駅"を設置しま 
す。左の図の貨物列車 A は工場と積 
み替え駅の間をピストン輸送しま 
す。積み替え駅から各都市へは短い 
編成の貨物列車巳と C が運びます。 
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産業誘致は''ひとつの駅に 1 種類'' 
が原則です。成功すれば建物が 
増え始め、だんだんと大きな建物 
に建て替わります。 






産業の誘致 





建物が増える 
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mm 


誘致収入が増える 
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鉄道収入が増える 


觀_ 




線路を敷設し、駅を設置して列車 
を走らせれば、自然に建物が建ち始 
めて街が大きくなります。人口も増え 
ますが、成り行きに任せていても大 
都市には発展しません。駅周辺の土 
地を購入し、産業を誘致すれば、企 
業がその土地を買って建物を建てま 
す。建物が増えれば駅を利用する客 
も増えて鉄道の収益が上がります。 
つまり、誘致は土地の売買と鉄道の 
ふたつの面でもうかるわけです。 






乗客は長距離の移動が苦手です。 
したがって、隣同士の駅がお客さん 



住宅と工業都市を結ぶ路線を設 
定すれば、通勤客が鉄道を利用 
します。朝夕の通勤列車を多め 
に走らせましよう0 


農業都市と工業都市、工業都市 
と商業都市、住宅都市と住宅都 
市を結んでも、乗客の利用は期 
待できません。 


にとって便利になるように産業を誘 
致すれば、両方の都市が効率よく発 
展していきます。そこで、乗客がど 
のように移動するか予測しましよ 
う。例えば住宅都市と工業都市を結 
ベば通勤客が列車に乗り、住宅都市 
と商業都市を結べば買物客が列車に 
乗ります。産業の相性を考慮して誘 
致すれば、都市は早く発展します。 



隣接都市の産業の相性が悪くなってしまった"無条件''は補助的に使います。上の図のよう 
場合は、途中の駅を通過する列車を設定すれ に、誘致した都市の間を埋めるように"無条件 
ば、離れた駅と擬似的な隣接関係になります。"を使うと、どちらからも発展します。 



通過列車を利用すれば、離れた駅とも隣接関係になる。 


♦住宅の発展が早い場合 




商業の発展が早い場合 


mm 


誘致した区画の境界 
線を“無条件”にする 
と、勢いがあるほうが誘 
致される。明確な境界 
線を作らず、街の成り 
行きに任せる誘致方 
法だ。 
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商業 





商業 
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観光 




まず住宅都市を作り、そこから通勤用路 
線や買物用路線を敷設しましょう。住宅 
都市の間にほかの産業都市を挟むよう 
に路線を作ると、他の産業都市が早く発 
展します。 



観光は最も誘致が難しい産業です。観 
光都市を発展させるには、かなり大きく 
発展した商業都市が必要です。複数の 
大きな商業都市から直通列車を運行し 

ましよつ。 
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住宅の発展には勤務先となる工業都市が必要です。しかし、あま 
りにも工場に近すぎる土地は住宅地としては人気がありません。 
同じように農業と工業、工場と商業の距離にも気を付けましよう。 




工業 



これはダメ 


工業都市と農業都市、工業都市 
と商業都市、これらの組み合わ 
せは最も相性が悪くなります。 
工業都市はほかの都市から離れ 
た場所に誘致しましよう。 
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工業 


商業 
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駅を設置した時はすぐに、なるベ 
く広範囲に産業を誘致します。なぜ 



せっかく誘致した土地が埋まらな 
い場合は、新たな路線を建設して、 
隣の駅に相性の良い産業を誘致 
しましよつ。 * 


鶏廳裉 mr: 也 mmm mmmsm 饑獅 纖驗駿 趣 i 
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土地が建物で埋め尽くされた場 
合は、さらに誘致の範囲を広げま 
す。道路がある部分は誘致が成 
功しやすくなります。 



m 


ならば、駅が稼動して街が大きくな 
るにつれて土地の値段が上がり、2 
度目からは余分な誘致費用が掛かっ 
てしまうからです。乗客が増えて資 
材が足りている場合は、誘致した土 
地に次々に建物が増えていきます。 
駅周辺の土地が埋まった場合は、さ 
らに都市の外側で誘致を行ない、大 
者 B 市へと発展させましょう。 
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駅を建て替えて線路を増やしま 
しょう。列車の発着回数を増や 
して、新しい路線を建設すれば 
都市を活性化できます。 


列車ダイヤを工夫して、 ひとつの 
路線に多くの列車を走らせたり、 
編成を長くしたりして列車の乗客 
を i 曽やします。 


都市が発展するためには、なるベ 
く多くの多くの人々に都市を訪れて 
もらう必要があります。都市の人々 
を増やすためには、列車の発着回数 
を多くします。通勤路線で朝夕の列 
車を増発する、買い物路線や観光路 
線で日中の列車を増発するなどの方 
法で、より多くの人々を輸送しまし 
よう。特急列車で、離れた場所にあ 
る相性の良い産業都市から直行列車 
を運行するのも良い方法です。 





序盤の資材供給元は町工場で 
す。駅や高架線路、誘致などで 
既存の工場を壊さないように気を 
付けてください。 


資材が足りない場合は、工業都 
市から貨物列車で資材を運びま 

す。ときどき貨物 i 尺の在庫をチェ 

• 

ックしましよつ。 


建物の建設には資材が必要です。 
資材は工場で生産されるため、駅を 
設置した直後に自動的に工場が設置 
された場合は、わずかながら資材が 
供給されて建物が増えます。しかし、 
誘致などで土地の買い手が現れて建 
物が建つスピードが早くなると小さ 
な工場では資材が足りません。なる 
ベく大きな貨物駅を設置して、工業 
都市から貨物列車を運行し、大! m_U 
資材を運び込みましょう。 
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TRAIN The 21 st Century 
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産業が発展する要因がありません。近隣の都市との相性を考 誘致する土地を増やしましょう。隣の駅と競合した場合は誘 
慮して産業を誘致しましょう。単線の駅なら複線化して列車 致産業を”無条件"にしましょう。また、マップの端や川、海の 
の発着回数を増やし、乗車駅の利用客を増やしましょう。 そばには駅を設置しない方がいいでしょう。 



近隣に相性の良い産業の駅がありません。相性の良い駅の発 近くに貨物駅を設置して、工業都市から資材を搬入しましょう。 
展が止まつた場合は新路線を敷設して新しい駅を設置し、相 ただし都市の中に工業を誘致してはいけません。ほかの産業 
性の良い産業を誘致しましよう。 と相性が悪くなり、都市全体の発展が止まってしまいます。 



乗客数のわりに駅が小さいようです。駅を都市型に建て替える 発展に必要な乗客数が足りません。列車を増発しましょう。 
か貨物駅を大きくしてみましょう。周辺の土地に建物がない場 相性の良い産業の駅から列車を増発すれば効果的です。乗車 
合は、産業を誘致すると活性化する場合もあります。 率が150%以上の場合、編成を増やせば乗客数が増加します。 



住宅や農業、商業などの都市のそばに工場があるため、土地 これ以上発展しませんが、これは良いメッセ ー ジです。近隣の 
に人気がありません。駅周辺の工業誘致を中止するか、土地 都市が良い影響を受けて発展しやすくなります。この都市を 
を買収して工場を撤去し、相性の良い産業を誘致しましょう。 起点に新路線や新駅を敷設して、さらに開発しましょう。 




















































































































































































































































































































































































































































































































列車ダイヤを設定すれば、列車の 
種〒突や渋滞を回避できます。また、 
ひとつの路線にたくさんの列車を 
運行できます。ノートや方眼紙に 
ダイヤを描いてみましょう。 
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車両配置時 



ビストン輸送 
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車両を配置した直後は、すべての駅 24時間、15分おきに発車します。朝と夕方に偏った通勤路線向けの 
で朝6時〇〇分から22時3〇分の折り返し駅ですぐに発車したい場設定です。列車の運行回数が少な 
間、30分おきに発車するように設合や、短時間だけ停車させたい駅いため、赤字になりがちな路線に 


定されています。 


に使います。 


も使;^ます。 
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工業地向きのダイヤに早朝と日中 日中の列車を増発した設定です。 20時〇〇分から翌朝5時0◦分まで 
の発車時刻を追加した設定です。黒字になった路線をもっと便利にの設定です。旅客の行動に関係な 
旅客路線のあらゆる区間で使える したいときや、列車を増発したいとし)貨物ならではのタイヤです。寝台 


ダイヤです。 


きに使います。 


特急にも使えます。 




設定 






_ i«l|i| 

運行を止める？増やす 



mmi[ 




コストダウン乗客アップ 






タイヤは列車の走行スケジュール 
です。実際の鉄道会社ではグラフに 
表す際に縦軸を駅、横軸を時間とし、 
斜めに列車を表す線を引くと、トラ 
ンプの''ダイヤ”の形ができることか 
ら"ダイヤグラム"と呼ばれています。 
列車は走らせるだけでコストが掛か 
ります。ダイヤを使えば無駄な列車 
を走らせないようにスケジュールを 
設定できます。単線区間のすれ違い 
や特急の追い越しも設定できます。 
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稱湧 



実際の路線や列車の性能に合わ 
せてダイヤを設定しましょう。折り 
返し駅やポイントでの渋滞を防止 
できます。 



単線の列車交換や特急の通過 
待ち、一部列車の行き先変更な 
ど、実際の鉄道で行われているよ 
うな運行ができます。 


簡易設定ダイヤを使っても列車が 
ミ滞したり、身動きがとれなくなっ 
たりする場合は、路線に合うダイヤ 
を設定します。"ユーザ設定"を使う 
と、簡易設定ダイヤと同じように才 
リジナルダイヤを登録できます。対 
話式ダイヤ設定を使うと、列車ごと 
に試験走行させながら、発車時刻や 
ポイントの向きを設定できます。列 
車の運行回数を増やすために、オリ 
ジナルダイヤを活用しましょう。 






対話式ダイヤ作成のコツ 


■ 



対話式ダイヤ設定は、列車を配置 
するときだけ選択できます。走行 
中の列車は撤去して、配置をやり 
直します。 



対話式ダイヤ設定は0時からスタ 
—卜しましょう。24時間設定すると、 
1日の列車の動きが分かりやすく 
なります。 


"対話式ダイヤ設定"は、列車の走 
行状態に合わせて駅の発車時間やポ 
イントの向きを指定します。これに 
より”各駅停車が途中の駅で退避線 
に入って特急の通過を待つ"、"単線 
区間の途中駅で列車がすれ違う''と 
いう設定ができます。"日中は通勤 
電車を走らせ、夜になったら駅に留 
置し、夜間はブルートレインを走ら 
せる"など、実際の鉄道にそっくりな 
情景を再現できます。 



線を作ろう 




6:30着 


5:00 


12:0〇着 


13:〇〇発 


17:◦◦着 


18:00初 


23:〇〇着 


6:45発 


10:45発：10:30着 





18:3◦着 


14:30着 


15:3〇発 
18:45発 


22:45発； 22:30着 




8:〇〇着 


9:00発 





21:〇〇着 


22:〇〇着 


"対話式夕'イヤ設定''は、同じ路線を 
走るすべての列車に設定します。 
部の列車だけ設定しても、簡易設定 
ダイヤの列車の後ろで渋滞したり、正 
面から列車が来たりして身動きが取 
れなくなる場合があります。また''対 
話式ダイヤ設定"は24時間単位で使 
いましよう。1日の途中で設定を終了 
すると、設定していない時間に列車 
が予想外の動きをして、ほかの列車 
の運行を妨げる場合があります。 
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1 本の線路を往復させるだけの路線では、 
列車は1編成しか走行できません。短い路線 
でビストン輸送をするのであれば、都市はあ 
る程度発展します。しかし、駅の間隔が長く 
なるほど運行回数が減ってしまいます。都市 
を発展させるためには、どの駅でも1時間に 
1本の列車が発車するように設定したいもの 
です。そこでおすすめしたい路線が環状線で 
す。線路を輪のように敷設して、好きな場所 
に駅を設置します。列車の方向を時計回り、 
または反時計回りに統一すれば、複数の列車 
を配置しても同じ方向に向かってスムーズに 


走り続けます。列車ダイヤを細かく設定する 
必要はありません。乗客を逆方向に輸送した 
い場合は、全区間を複線にして、逆周りの列車 
を走らせましよう。列車をどんどん追加できま 
すし、駅で先行列車に追いつくことがあっても、 
止まったままにはなりません。 



環状線で列車の向き 
をそろえておけば、渋 
'; 帯することはあっても、 
身動きが取れなくなる 
ことはありません。 
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単線区間は線路が1本しかないため、列車 
はひとつしか配置できません(図1)。複数の 
列車を走らせるには、路線のどこかに列車が 
すれ違うための設備が必要です。図2は、ふ 
たつの駅の中間地点に複線区間を設置した例 


イント設定は不要です。どうしてもすれ違う場 
所のタイミングが合わない場合は図3のよう 
に、すれ違う場所に駅を設置しましょう。図 
では C 駅で列車がすれ違います。ダイヤ設定 
でふたつの列車の発車時刻を調整してタイミ 


です。列車の速度が同じであれば、この複線 ングを合わせましょう。 


区間で列車がすれ違います観光地のケーブ 
ルカーの多くがこの方式です。このような路 
線では、ダイヤ設定でポイントの向きを指定 
しなくてはいけません。しかし、ポイントは 
初期状態で直線方向になっているため、図2 
のように複線区間の入り口を直線にすればポ 



単線区間の列車を増 
やすには、途中に複 
線を設定してすれ違う 
ようにします。タイミン 
グを合わせて走らせま 
しよラ〇 


5 

































































































































































































































































































^>,穴 — r >^ ■•科 r 


%參_負夢^ • •■%参_ • •■%參#%參_ ♦翁^ • ■ 
__穴 _ _ r ~ 謬^* 1 




ふたつの駅を複線で結び、それぞれに列車 
を配置すれば、2本の列車が渋滞せずに往復 
できます(図4)。しかし、結局は単線が2本な 
ので、これ以上列車は増やせません。もっと 
列車を増やしたい場合は、実際の複線区間の 
ように、ひとつの線路は上り列車専用、もうひ 


ムに入ります。これはちょうど環状線を押し 
つぶしたような路線です。折り返し設備で列 
車が渋滞する場合はリバース線を作る方法も 
あります(図6)。ただし折り返し時間が長くな 
り、無駄な線路が延びてしまうため、おすす 
めできません。 


とつは下り列車専用にします。上りの列車が 
終点に着いて折り返すときに必ず下りの線路 
に入れるように、弓 I き上げ線を設定しましよ 
う(図5)。 A 駅から出発して B 駅に到着した列 
車は、その場で折り返さずに直進して引き上 
げ線に入り、向きを変えて B 駅の反対側ホー 





複線区間に3列車以 
上を走らせるには、線 
路の方向を決めて、ポ 
イントと引き上げ線で 
列車の進路を振り分 
けます。 
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乗客が多い 乗客が少ない 



赤字列車が発生 



ここからは”対話式ダイヤ設定"を活用した 返すときに逆走しないように、 C 駅は2面4線 
テクニックになります。左のページで紹介し の駅を設置し、内側の2線を折り返し用にし 
た複線の路線は、どんな長さの路線も敷設で ます。後はすべての列車に対話式ダイヤ設定 
きます。線路をどれだけ延ばしても、途中に を実行して、全区間を直通する列車と、途中 
駅をいくつ作っても、両端の駅に折り返し設の C 駅で折り返す列車を設定します。これで 
備を作ればいいわけです。しかし、長い路線 赤字を解消できます。 

の場合、乗客が多くて常に列車が黒字になる 
ドル箱区間と、乗客が少なくドル箱区間と同 
じ頻度で列車を走らせると赤字になってしま 
う区間ができる場合があります。そこで 、 A 
駅から出発する列車のうち、一部の列車は途 
中の C 駅で折り返すように設定します。折り 



複線区間の途中駅に 
折り返し設備を作る 
と、列車の運行本数 
を調節できます。対話 
式ダイヤ設定を活用し 

ましよつ。 
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長時間停車に設定 



産業の誘致でも説明したように、都市の相 
性は地理的に隣同士になった駅だけではな 
く、列車が次に停まる駅とも隣同士の関係が 
できます。そこで、一部の駅を通過する特急 
列車を走らせて、相性の良い駅との乗客を増 
やします。しかし特急列車は駅を通過するた 
めに速度が速く、そのままでは前を走る各駅 
停車に追いついてしまいます。そこで、途中 
の駅で各駅停車を退避線に入れ、特急列車が 
通過するまで待たせます。途中に線路が多い 
駅を設置した路線を作り、対話式ダイヤ設定 
で各駅停車のポイントを操作して退避側に入 


れ長時間停車する設定にしておきます。特急 
列車は各駅停車が退避している間に途中の駅 
を通過するように設定します。上の図は单線 
で示していますが、上の路線をふたつならベ 
て、終点に折り返し設備を作れば複線区間で 
も応用できます。 





速度の速い車両を同 
じ路線に共存させる 
ダイヤです。せっかく 
特急型の車両がある 
のですから、特急列 
車を走らせましょう。 
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貨物列車 








"列車配置のテクニック'’では''貨物列車と旅 
客列車は運行形態が異なるため、貨物列車専 
用の路線を敷設しましょう"と書きました(図 
7)。しかし、対話式ダイヤ設定を使いこなせ 
ば、旅客路線で貨物列車を運行できます。ま 
ず貨物駅から延ばした線路を旅客路線に合流 
させましょう。そして旅客列車は夜間に駅で 
待機するようにダイヤを設定します。途中の 
駅で旅客列車が待機する場合は退避線に入れ 
て、本線は貨物列車のために開けておきます。 
貨物列車のダイヤは、深夜に貨物駅を発車し 
て旅客路線に合流し、貨物駅付近で貨物線に 


入るように設定します。同じ路線を走る列車 
はすべて対話式ダイヤ設定で位置を決めてお 
きます。簡易設定の"貨物専用"は旅客列車用 
の簡易設定と22時付近が重複しているため、 
このような路線を作るときは必ず対話式ダイ 
ヤ設定で細かく設定してください。 



貨物列車と旅客列車 
の運行時間を分け、夜 
間に旅客列車を退避 
させれば、貨物列車も 
旅客路線を走行でき 
ます0 
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